
1 基本情報

・ 各種事業運営業務
体験型のサイエンスショー、ワークショップ運営業務、科学図書館管理業務

・ 施設維持管理業務
建物全体の維持管理や庭園管理業務など

・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２７年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

平成２７年度指定管理者評価結果票

所     管     課 教育委員会　社会教育文化課

評価対象期間 H27.4.1 ～　H28.3.31

指 定 管 理 者

名     称 トータルメディア・中電興業サイエンスワールド運営グループ

構 成 員 株式会社トータルメディア開発研究所、中電興業株式会社

所 在 地 東京都千代田区紀尾井町３番２３号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県先端科学技術体験センター　（通称：サイエンスワールド）

所 在 地 瑞浪市明世町戸狩５４

H23.4.1 ～ H28.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 159,553

利用料金(制度導入なし) 0
Ｈ２５ 93,107

指定管理料 156,035
Ｈ２６ 104,953

そ   の   他 3,518
Ｈ２７ 112,115

支  出  計 150,274

人   件   費 64,907

施設管理費 64,670

そ   の   他 20,697

差   　　　　　　  引 9,279

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・建物の構造上仕方がないが、子どもにとって階段の
傾斜が急であるほか、２Ｆの吹き抜けのところで子ども
が落ちないか心配である。

・２Ｆ吹き抜け上部の柵にネットを張り、覗き込まないようにす
る措置を講じた。また、スペシャルラボ上部の2Ｆ手すりに、寄
りかからないようガードを設置し安全対策を実施した。

・サイエンスワールドは、正式には先端科学技術体験
センターなので、全てではないにしても、そういったと
ころを意識した部分にも今後も光を当てていただきた
い。

・平成２７年度は先端科学技術を取り上げた事業として、「最
新のエネルギー事情」及び「日本の航空宇宙産業」に関する
公開講座を実施した。
・また、ロボット関連事業の拡張を検討中。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.0

・職員向けの研修などが積極的に行われていることから、利用者数の増
加を図る努力がされている。
・ニーズの調査をより詳細に行うとともに一般の方への広報を強化すべ
き。

設置目的の充足状況 4.4

・利用者数が年々増えていくことからイベントの内容、広報の仕方がとて
も良いものになっていると思われる。
・現場の実情を踏まえれば、学校利用の増加は困難である中、既に実施
している出張ワークショップにて学校利用を確保していることは理解する
が、教育委員会と工夫しながら利用促進を図ってほしい。
・館内に掲示しているもののデザイン、色彩の面が非常に良く、興味、関
心を引き付けるものになっている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.8

経営状況 4.3

派生的効果 4.3 ・他県からの利用者が多数いることから、県のイメージアップにもつな
がっていると思われる。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・学校教育では体験機会の少ないことが問題視されている中、学校教育を補っており、県有施設とし
ての社会的役割を一層高めている。
・来館者の実態をできるだけ反映したアンケートの充実を図る必要がある。


